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会場案内図

■会場
愛知県医師会館
〒460-0008 愛知県名古屋市中区栄4-14-28　
TEL 052-241-4136（代表） / FAX 052-241-4130
https://www.aichi.med.or.jp/access/ 

■アクセス
地下鉄　名城線・東山線「栄」駅下車13番出口より南へ徒歩5分
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タイムテーブル

2023 年 4 月 2 日（日）

A会場 B会場

8：55 ～ 9：00 開会の辞

9：00 ～ 9：40 若手奨励賞１
（A1-A5） 9：00 ～ 9：40 若手奨励賞３

（B1-B5）

9：40 ～ 10：20 若手奨励賞２
（A6-A10） 9：40 ～ 10：20 呼吸器 1

（B6-B10）

10：20 ～ 11：32 肝胆膵
（A11-A19） 10：20 ～ 11：00 その他

（B11-B15）

11：45 ～ 12：00 評議員会

12：00 ～ 12：10 若手奨励賞表彰

12：20 ～ 13：05 ランチョンセミナー

13：15 ～ 14：00 特別講演

14：10 ～ 14：50 上部消化管 1
（A20-A24） 14：10 ～ 14：50 下部消化管 1

（B16-B20）

14：50 ～ 15：30 上部消化管 2
（A25-A29） 14：50 ～ 15：30 下部消化管 2

（B21-B25）

15：30 ～ 16：10 呼吸器２
（A30-A34） 15：30 ～ 16：10 下部消化管 3

（B26-B30）

16：20 閉会の辞
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次回会告
（第304回東海外科学会）

日　　時　　　令和 5年 10 月 1日（日）

場　　所　　　じゅうろくプラザ

演題締切　　　令和 5年 7月 7日（金）

宛　　先　　　�電子メールによる応募のみといたします。�

以下のアドレスに抄録をお送りください。�

E-mail：tokai@gifu-u.ac.jp

問い合わせ先　�〒501-1194　岐阜県岐阜市柳戸 1番 1�

岐阜大学大学院医学系研究科　心臓血管外科学分野�

第 304 回東海外科学会会長　土井　潔�

TEL　058-230-6000（内線：6325）　FAX　058-230-6326�

事務局担当：村瀬勝俊

抄　　録　　　�抄録作成要領に従って作成し、電子メールでお送りください。�

演題の採否は会長に一任ください。

〈抄録作成要領と送信方法〉

　抄録記入例の如く、演題名、所属、演者名、要旨の順に記載し、計 500 字以内にまとめて

ください。抄録の送信方法は添付ファイルか、またはメール本文内に直接記載してお送り下

さい。添付ファイルの場合はMicrosoftWord か、テキスト形式でお願いします。

　また、一般の演題にあわせて卒後 7年目（平成 29 年 3 月以降に卒業）までの若手医師を

対象とした若手奨励賞も募集いたします。演題内容・分野は問いません。応募の際には、抄

録の最初に“若手奨励賞応募”と記載してください。

　なお、抄録を受信した後、当方から受領メールを返信しますので、受領メールが届かない

場合は、お手数ですが事務局までご連絡ください。

【抄録原稿記入例】

食道GISTに対する症例に応じた治療戦略

岐阜大学医学部附属病院　消化器外科

遠藤真英、田中善宏、佐藤悠太…

【緒言】食道　gastrointestinal�stromal�tumor…
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東海外科学会からのお知らせ

１．受付は 8時 30 分から開始します。

２．発表はすべて口演とし、口演時間は 5分です。討論時間は 3分です。

３．PC受付について

①　USBメモリまたはパソコン本体のうち、いずれかの形で発表データをお持ち込みください。

②　�ご発表の 60 分前までに、各会場前のPC受付にて発表データの受付と試写を済ませて

ください。PCお持ち込みの方も、60 分前までにPC受付へお越しいただき、外部出

力の確認をお願いいたします。

③　ファイル名は、【演題番号・演者名 .ppt】としてください。

④　スライドのサイズは、16：9ではなく、4：3にて作成してください。

※USBメモリをお持ち込みの方への注意事項

①　ソフトは、以下のものをご使用ください。

　　Windows 版 PowerPoint2013/2016/2019

＊　動画ファイルをご使用の方、Macintosh をご使用の方はPCをお持ち込みください。

②　フォントはOS標準のもののみご使用ください。

③　動画の解像度は、XGA（1024 × 768）でお願いいたします。

④　発表者ツール（演台モニターにスピーチ原稿を映す）は使用できません。

※ノートPCをお持ち込みの方への注意事項

①　バックアップとして、必ずメディア（USBメモリなど）もご持参ください。

②　画面の解像度は、XGA（1024 × 768）でお願いいたします。

③　�PC受付にて映像の出力チェック後、発表者ご自身で会場内のオペレーター席へ発表の

30分前までにお持ちください。

＊　PCの機種やOSによって、出力設定方法が異なります。

④　�プロジェクターとの接続ケーブルはHDMI です。PCによっては専用のコネクタが必

要となりますので、必ずお持ちください。

＊　�特にMacintosh 等は、別途付属コネクタが必要な場合がありますのでくれぐれもご注

意ください。

⑤　スクリーンセーバー、省電力設定は事前に解除願います。

⑥　コンセント用電源アダプタを必ずご持参ください。

＊　内臓バッテリー駆動ですと、ご発表中に映像が切れる恐れがあります。

⑦　発表者ツール（演台モニターにスピーチ原稿を映す）は使用できません。
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※動画を使用する方への注意事項

①　動画などの参照ファイルがある場合は、全データを同じフォルダに入れてください。

＊　動画ファイルの注意点

Windows10（OS）及びWindowsMediaPlayer12 の初期状態に含まれるコーデックで

再生できる動画ファイルをお持ちください。　

（動画ファイルはWMV、MP4形式を推奨します）

Office2010 以降は、動画ファイルをパワーポイントファイルに埋め込む機能がありま

すが、念のため動画ファイル単体及びパソコン本体もお持ちください。

②　�発表データ作成後、作成したパソコン以外のパソコンで正常に動作するかチェックし

てください。

４．PC操作のご案内

画面の操作はご自身でやっていただきます。

演台にはキーボードとマウス、およびモニターがセットされています。

PC受付にて担当者が操作方法を説明します。

５．その他

①　年会費支払いは 1階ロビーに設置する受付でお願いします。

②　�評議員会参加受付は、9階 A会場前に設置する受付でお願いいたします。�

評議員会はA会場で 11 時 45 分から開催いたします。

③　当日会場ではプログラムを配布しませんので、各自持参してください。

④　演者、共同演者は本会会員に限ります。

プログラムは会員のみに発送しますので、未入会者は学会事務局（下記）へご連絡ください。�

必要書類を送らせていただきます。

連絡先　〒 466-8550　名古屋市昭和区鶴舞町 65�

名古屋大学大学院医学系研究科腫瘍外科学内�

東海外科学会事務局

TEL（052）744-2217

FAX（052）744-2230
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若手奨励賞のお知らせ

第 282�回東海外科学会より若手奨励賞を設けることになりました。

対象は卒後７年目までの医師とします。

（今回は平成 29 年 3月以降に卒業した医師が対象となります。）

セッション毎に審査を行い、それぞれから優秀演題を選定します。その中から、若手奨励賞

を決定いたします。若手奨励賞演者には表彰状と賞金５万円を授与します。結果発表、表彰

式は評議員会終了後に行いますので、候補者は必ず評議員会に出席してください。

審査方法：セッション毎に、以下の項目について審査を行います。

審査基準：①発表内容

　　　　　②プレゼンテーション（時間厳守）

　　　　　③ディスカッション

　　　　　④他演者へのディスカッションへの参加

審査員：

若手奨励賞１　柴田耕治　先生　　日本赤十字社愛知医療センター名古屋第一病院

若手奨励賞２　清水　大　先生　　名古屋大学　消化器外科二

若手奨励賞３　門松由佳　先生　　名古屋大学　呼吸器外科

今回は多くのご応募をいただいたため、厳正なる抄録査読をおこない、15 演題の候補演題を

選出させていただきました。
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第303回東海外科学会
ランチョンセミナー

「新規保険収載後の歩みとこれから 
～ダビンチ結腸切除術・肝切除術～」

時間：12：20 ～ 13：05

会場：A 会場

座長　 名古屋大学大学院　消化器外科学　准教授
　　　中山　吾郎

演者　 トヨタ記念病院　消化器外科
　　　山川　雄士

座長　 名古屋大学大学院　腫瘍外科学　准教授
　　　水野　隆史

演者　 名古屋市立大学大学院医学研究科　消化器外科学
　　　森本　守

共　催

第 303 回東海外科学会

インテュイティブサージカル合同会社
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第303回東海外科学会
特別講演

「心臓血管外科手技を用いた呼吸器外科手術」

時間：13：15 ～ 14：00

会場：A 会場

座長　 名古屋大学大学院医学系研究科　 
呼吸器外科　教授

　　　芳川　豊史

演者　 京都大学大学院医学研究科　 
器官外科学講座呼吸器外科学　教授

　　　伊達　洋至

共　催
第 303 回東海外科学会

ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社
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第 303 回東海外科学会　演題
【A 会場】

開会の辞� 8：55

若手奨励賞１（消化器）� 9：00 − 9：40

� 座長　日本赤十字社愛知医療センター名古屋第一病院　柴田耕治

A1　tocilizumab（TCZ）使用中に上行結腸穿孔をきたした 1 例
刈谷豊田総合病院　　齊藤健志

A2　イマチニブ投与により肛門温存し得た直腸 GIST の 1 例
大垣市民病院　外科　　小林紘生

A3　腸管血流評価に対するサーモグラフィの使用経験
名古屋市立大学　消化器外科　　加古智弘

A4　骨盤内動静脈奇形を合併した S 状結腸癌の１例
藤田医科大学　総合消化器外科　　鶴町綾子

A5　虫垂 Goblet cell adenocarcinoma の一例
八千代病院　外科　　前畑昂洋

若手奨励賞２（消化器）� 9：40 − 10：20

� 座長　名古屋大学　消化器外科二　清水　大

A6　Self-grip mesh 使用により疼痛軽減を意識した TAPP 法
刈谷豊田総合病院　消化器外科　　加藤潤紀

A7　腹腔鏡併用で治療した臍部に発生した子宮内膜症の 1 例
名古屋記念病院　外科　　若山明弘

A8　後腹膜粘液嚢胞腺腫に対して腹腔鏡下腫瘍摘出術を施行した 1 例
公立陶生病院　外科　　鈴木　寛

A9　術前 GIST 再発と診断した挙上空腸断端の異所性膵の１例
大垣市民病院　外科　　瀬尾和優

A10　 小児膵 solid pseudopapillary neoplasm に対し腹腔鏡下脾温存膵体尾部切除術 
（Warshaw 法）を施行した３例

三重大学　肝胆膵・移植外科　　辻　直哉
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肝胆膵� 10：20 − 11：32

� 座長　名古屋大学　消化器外科二　栗本景介
� 座長　大垣市民病院　外科　　　　清板和昭

A11　主膵管閉塞を来した膵神経内分泌腫瘍の 1 例
岐阜県立多治見病院　外科・消化器外科　　岩田尚宏

A12　右側肝円索を伴った肝細胞癌に対する左肝切除の 1 例
松阪中央総合病院　外科　　中村俊太

A13　異時性多発胆管癌に対して 3 度の根治術を施行した 1 例
名古屋大学大学院医学系研究科　腫瘍外科学　　神原祐一

A14　 後腹膜出血で発症した Segmental arterial mediolysis によると考えられる 
前上膵十二指腸動脈瘤破裂の１例

安城更生病院　外科　　長田祥子

A15　ロボット支援腹腔鏡下肝亜区域切除術を施行した胆管周囲嚢胞の 1 例
名古屋市立大学　消化器・一般外科　　山本誠也

A16　急性膵炎の発症を契機に発見された肝悪性リンパ腫の 1 例
公立西知多総合病院　　鈴木雄一朗

A17　腎細胞癌膵転移に対して膵中央切除を行った１例
日本赤十字社愛知医療センター名古屋第一病院　一般消化器外科　　百田浩太郎

A18　胆石性膵炎、腹腔鏡下胆嚢摘出後に発生した腹腔内デスモイド腫瘍の一例
豊橋市民病院　一般外科　　石川凜太郎

A19　 膵管内乳頭粘液性腫瘍に対するロボット支援下手術における 
術中造影超音波検査の経験

藤田医科大学　総合消化器外科・先端ロボット内視鏡手術学講座　　大島一真

評議員会� 11：45 − 12：00

若手奨励賞表彰� 12：00 − 12：10

ランチョンセミナー� 12：20 − 13：05

特別講演� 13：15 − 14：00
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上部消化管１� 14：10 − 14：50

� 座長　地域医療機能推進機構中京病院　渡邊将広

A20　 hinotori™ サージカルロボットシステムを用いた胃癌に対する 
ロボット支援幽門側胃切除、当院における初期成績

藤田医科大学　総合消化器外科講座　　辻村和紀

A21　嚢胞状形態を呈した胃 GIST の 1 例
済生会松阪総合病院　外科　　留奥　賢

A22　化学療法が奏効しステント逸脱をきたした HER2 陽性進行胃癌の 1 例
国立病院機構三重中央医療センター　消化器外科　　水上拓哉

A23　腹腔鏡内視鏡合同手術（LECS）で切除した胃 GIST の 1 例
静岡済生会総合病院　外科　　山口　藍

A24　超高リスク高齢者胃癌に対して LECS が有効であった一例
浜松医科大学　外科学第二講座　　関森健一

上部消化管２� 14：50 − 15：30

� 座長　名古屋大学　消化器外科二　中西香企

A25　局所進行食道胃接合部癌に対して集学的治療を行った 1 例
トヨタ記念病院　外科　　中島　亮

A26　化学療法によって conversion surgery を行った多発肝転移を伴う胃癌の 1 例
市立伊勢総合病院　外科・消化器外科　　金森泰光

A27　胃原発胎児消化管類似癌の 1 手術例
日本赤十字社愛知医療センター名古屋第一病院　一般消化器外科　　浅井周平

A28　胃小弯リンパ節転移を認めた原発不明がんの 1 例
名古屋大学大学院　医学系研究科・消化器外科　　野々垣彰

A29　 多発肝転移を伴う進行胃癌に対して Nivolumab ＋ SOX 療法を行い、 
Conversion Surgery で根治切除に至った 1 例

名古屋大学大学院医学系研究科　消化器外科学　　飯塚彬光

呼吸器２� 15：30 − 16：10

� 座長　名古屋大学　呼吸器外科　加藤毅人

A30　肺動脈への染みこみリンパ節を鋭的に切開して切除し得た肺癌の 1 症例
静岡済生会総合病院　呼吸器外科　　高橋耕治
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A31　気管腺様嚢胞癌の一例
日本赤十字社愛知医療センター名古屋第一病院　呼吸器外科　　川角佑太

A32　間質性肺炎合併肺癌に対する左下葉 S6+S10 区域切除の一例
松阪市民病院　呼吸器外科　　吉田晃己

A33　MEN1 型に伴った上縦隔異所性副甲状腺腫の一切除例
 名古屋大学医学部附属病院　呼吸器外科　大原佑子

A34　 アスベスト暴露歴なし、喫煙歴なしの女性悪性胸膜中皮腫２例に対する 
集学的治療の経験

愛知医科大学　呼吸器外科　　岡本紗和子

閉会の辞� 16：20
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【B 会場】

若手奨励賞３（呼吸器・その他）� 9：00 − 9：40

� 座長　名古屋大学　呼吸器外科　門松由佳

B1　初回手術から 16 年後に再発、悪性化した孤立性線維性腫瘍（SFT）の一例
 刈谷豊田総合病院　呼吸器外科　　細川　真

B2　子宮頚部腺癌術後 18 年目に診断された多発肺転移の一例
 大垣市民病院　呼吸器外科　　梁　泰基

B3　軽微な外傷性気胸のみで顔面までの重度の皮下気腫を呈した 1 例
 国立病院機構名古屋医療センター　外科　　蒔田采佳

B4　多発肋骨骨折に対する、肋骨固定術の有用性
 三重大学医学部附属病院　呼吸器外科　　加納　收

B5　バセドウ病における術中大量出血予測因子の検討
 藤田医科大学　内分泌外科　　横井啓人

呼吸器１� 9：40 − 10：20

� 座長　愛知医科大学　呼吸器外科　川角佑太

B6　フレイルチェストに対して観血的固定術を施行した 1 例
聖隷三方原病院　呼吸器センター外科　　井口拳輔

B7　膿胸開窓術後に多くの合併症を発症し閉窓までの管理に難渋した１例
 名古屋大学医学部附属病院　呼吸器外科　　伊藤俊成

B8　月経随伴性気胸の 1 例
 名古屋市立大学医学部附属西部医療センター　呼吸器外科　　中埜友晴

B9　降下性壊死性縦隔炎に対する剣状突起下ドレナージの経験
 名古屋市立大学大学院医学研究科　呼吸器・小児外科学　　髙野崇継

B10　降下性壊死性縦隔炎に対し頸部アプローチによる縦隔ドレナージで治療した 2 例
 静岡済生会総合病院　外科　　川上次郎

その他� 10：20 − 11：00

� 座長　岐阜赤十字病院　外科　関野誠史郎

B11　腹腔鏡下で整復した成人 Morgagni 孔ヘルニアの一例
 豊橋市民病院　一般外科　　仙石浩康
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B12　鏡視下手術における俵型ガーゼの開発
 名古屋大学附属病院　消化器外科　　岡野佳奈

B13　筋弛緩薬アレルギーを有し筋弛緩薬を用いずに腹腔鏡手術を完遂した 2 例
 愛知医科大学　消化器外科　　福山貴大

B14　当院消化器外科診療看護師におけるタスク・シフティングの現状
 日本赤十字社愛知医療センター名古屋第二病院　　松原章恵

B15　術前診断が困難であった上皮型腹膜悪性中皮腫の 1 例
 JA 静岡厚生連静岡厚生病院　外科　　酒井隆行

下部消化管１� 14：10 − 14：50

� 座長　豊田厚生病院　外科　加藤健宏

B16　局所進行下部直腸癌に対する術前化学療法中に腫瘍縮小のため腸閉塞を発症した 2 例
 津島市民病院　外科　　宍戸大斗

B17　小腸切除を要した小腸神経内分泌腫瘍の 1 例
 豊田厚生病院　　高木宏輔

B18　原発性十二指腸第４部癌の１切除例
 稲沢市民病院　外科　　三田英貴

B19　括約筋間直腸切除術後の直腸脱に対してデロルメ法を施行した 1 例
 名古屋大学医学部附属病院　消化器外科　　稲田亘佑

B20　穿孔性腹膜炎をきたした多発空腸憩室症の 1 例
名古屋市立大学　消化器外科　　上原崇平

下部消化管２� 14：50 − 15：30

� 座長　名古屋大学　消化器外科二　梅田晋一

B21　潰瘍性大腸炎に対する腹腔鏡下大腸全摘術に関する検討
 名古屋大学大学院医学系研究科　消化器外科　　岸田貴喜

B22　Tailgut cyst の 1 例
 JA 静岡厚生連遠州病院　外科　　米川佳彦

B23　後腹膜に発生した anastomosing hemangioma の一例
 名古屋大学医学部附属病院　腫瘍外科　　野中有紀子

B24　臍子宮内膜症の 1 例
 安城更生病院　外科　　伊達俊輔
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B25　術前診断に苦慮した盲腸軸捻転症の一例
安城更生病院　外科　　太田和樹

下部消化管 3� 15：30 − 16：10

� 座長　刈谷豊田総合病院　消化器外科　廣川高久

B26　術前診断し単孔式腹腔鏡補助下に切除しえた Meckel 憩室出血の 1 例
 豊橋市民病院　一般外科　　中根有登

B27　食道まで広範囲に気腫が及んだが、保存的に軽快した腸管気腫症の 1 例
 名古屋市立大学　消化器外科　　林　祥平

B28　小腸間膜に発生したデスモイド腫瘍の 1 例
 地域医療機能推進機構中京病院　外科　　松岡城司

B29　 膿瘍形成を併発し急速な増大傾向を来した巨大腸間膜デスモイド型線維腫症の 
１切除例

 岐阜大学医学部附属病院　消化器外科　　山本一雄

B30　腸閉塞を契機に発見された腸石を伴う Meckel 憩室の１例
 愛知県厚生農業協同組合連合会豊田厚生病院　外科　　秋葉嘉将
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